
大

正

初

期

の

作

文

教

育

論

1
垣
内
栓
　
≡
氏
　
の
　
ば
あ

垣
内
松
三
の
国
語
教
育
論
（
と
く
に
、
読
む
こ
と
・
解
釈
・
批
評
を
中
軸
に

し
た
）
は
、
「
同
語
の
力
」
　
（
大
正
1
1
年
5
月
8
日
、
不
老
閣
睾
房
刊
）
　
の
刊

行
以
降
、
l
狂
の
注
目
を
浴
び
、
独
自
の
展
間
を
と
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
垣
内
松
三
研
究
に
お
い
て
は
、
大
正
後
期
以
降

の
同
語
教
育
論
が
主
と
し
て
考
察
さ
れ
、
そ
れ
以
前
の
垣
内
の
同
語
教
育
論
に

つ
い
て
は
、
一
部
の
報
告
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
を
除
い
て
、
ま
だ
つ

ま
び
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
面
が
多
い
。

本
稿
で
は
、
大
正
初
期
、
東
京
女
高
師
時
代
に
、
垣
内
松
三
教
授
が
ど
の
よ

う
な
作
文
教
育
論
を
持
し
て
い
た
か
を
、
そ
の
著
蒜
作
文
教
科
書
」
　
（
肇
二

・
四
）
を
手
が
か
り
と
し
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
「
石
叫
ば
む
」
　
（
大
正

8
年
7
月
8
日
、
不
老
閣
章
房
刊
）
・
「
国
語
の
力
」
刊
行
以
前
に
、
こ
う
し

た
女
学
校
用
作
文
教
科
書
が
編
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
日
ま
で
紹

介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

野
　
　
地
　
．
潤
　
　
家

「
稚
作
文
教
科
書
」
は
、
巻
一
か
ら
巻
四
ま
で
の
ほ
か
、
「
青
翰
」
　
に
関
す

る
巻
が
あ
り
、
計
五
冊
か
ら
成
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
巻
一
・
巻

二
・
「
婁
翰
」
の
三
冊
は
未
見
で
、
わ
た
く
し
の
手
も
と
に
は
、
巻
三
・
巻
四

の
二
冊
し
か
な
い
。
両
巻
と
も
に
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
月
一
四
日
に

宝
文
如
　
（
東
京
・
大
阪
）
か
ら
刊
行
・
発
売
さ
れ
て
い
る
。
定
価
は
、
と
も
に

金
二
十
五
銭
で
あ
る
が
、
大
正
十
一
年
度
の
臨
時
定
価
は
、
四
十
八
銭
と
な
っ

て
い
る
。
菊
判
和
綴
じ
、
巻
三
は
、
九
二
ペ
ー
ジ
、
巻
四
は
、
一
〇
六
ペ
ー
ジ

か
ら
成
る
。
著
者
の
肩
書
に
は
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
教
授
　
文
学
士
と

ヽ

虜
り
、
垣
内
松
三
著
と
な
っ
て
い
る
。
女
子
生
徒
用
作
文
の
副
読
本
で
あ
っ

て
、
文
部
省
検
定
濱
の
印
な
ど
は
見
ら
れ
な
い
。

〓

「
辣
作
文
教
科
書
」
華
二
は
、
作
文
学
習
の
う
ち
、
推
敲
法
を
中
心
に
し
て
、

組
織
さ
れ
、
そ
れ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
総
括
さ
れ
て
い
る
。
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推
敲
法

〓
措
辞
法

結
構
法

／一一一、－－へヽ

2　1

用
三†fi
nl＿1

法
′′・一一、一・・・・・一

2　1

思
想
の
成
立
　
－
　
イ

忠
恕
の
整
頓
」
－
ロ

文

の

組

立

1

ハ

句
　
　
　
法
－
－
ニ

言
語
の
選
択
　
－
　
ホ

辞

≡
表
現
法

様
　
－
　
へ

落
　
－
　
ト

読

－

－

チ

字
　
－
　
リ

ロ
　
井
列
法

ハ
　
因
果
法

問
題
　
表
示
法

四
　
結
構
法
（
措
辞
法
の
一
）

一
文
の
組
立

イ
　
文
の
形
態

口
　
文
の
段
落

問
題
一
花
の
い
ろ
！
1
　
二
　
夜

五
　
結
構
法
（
措
辞
法
の
二
）

二
　
句
法

イ
　
正
叙
法

口
　
曲
叙
法

（
同
上
寓
、
巷
三
、
八
六
ペ
）

こ
れ
ら
が
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
編
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
作
文
の
カ

ニ
構
想
法
（
そ
の
一
）

一
思
想
の
成
立

イ
　
槻
察

口
　
思
索

附
　
記
事
文
、
叙
事
文
、
論
説
文
の
区
別

問
題
一
校
庭
小
景
　
二
　
途
上
雑
記
　
三
　
雑
記
帳
よ
り

三
　
構
想
法
（
そ
の
二
）

二
　
思
想
の
整
頓

イ
　
連
続
法

1
　
漸
層
法
　
　
　
　
2

3
　
重
言
法
　
　
　
　
4

5
　
倒
置
法
　
　
　
　
6

7
　
否
定
法
　
　
　
　
8
・

問

題

一

夏

の

日

記

　

二

六
　
用
語
法
　
（
措
辞
法
の
三
）

一
言
語
の
選
択

問

題

一

雑

記

帳

よ

り

七
　
用
語
法
　
（
措
辞
法
の
四
）

反
漸
層
法

噸
旋
法

対
置
法

反
語
法

夏
の
手
紙
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二
　
途
上
日
記
　
三
　
修
養
日
記

二
　
辞
様

1
　
比
喩

6
　
相
換

問

題

一

2

　

対

照

　

3

7

　

語

趣

　

8

「
伝
記
」
を
綴
れ

反
語
　
4
　
誇
張
　
5
　
隠
喩
．

易
名
　
9
　
擬
人
　
1
0
　
含
蓄

二
「
急
が
ば
ま
は
れ
」
に
就
い
て



三
「
初
雪
や
く
ぼ
り
足
ら
い
で
比
枝
ば
か
り
」
の
意
を

八
　
表
現
法

一
段
落

二
　
句
読

三
　
文
字

問
題
一
辞
書
競
争
　
二
　
カ
ー
ド
練
習

九
　
総
括

十
　
第
三
「
私
の
文
集
」

問
題
一
第
三
「
私
の
文
集
」
抜

初
め
に
、
序
章
と
し
て
、
「
作
文
の
力
」
　
（
第
〓
阜
）
を
置
き
、
本
論
に
、

「
構
想
法
」
（
第
二
・
三
章
）
・
「
措
辞
法
」
　
（
「
結
構
法
」
＜
第
四
・
五
輩
∨

二
用
語
法
」
∧
竺
ハ
イ
七
輩
∨
）
・
「
表
現
法
」
　
（
第
八
葦
）
を
堪
え
、
ま

と
め
と
し
て
、
「
総
括
」
　
（
第
九
輩
）
を
置
き
、
お
し
ま
い
に
、
「
第
三
『
私
の
し

文
集
』
」
　
（
第
十
章
）
を
据
え
て
、
整
然
と
し
た
編
成
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

三

右
の
組
織
の
う
ち
、
序
章
「
作
文
の
力
」
　
（
第
二
革
）
　
に
は
、
著
者
垣
内
松

三
教
授
の
作
文
親
が
端
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
作
文
の
力

作
文
の
練
習
に
は
二
の
注
意
す
べ
き
方
面
が
あ
る
。
一
は
思
ふ
ま
～
を
書
き

現
は
す
こ
と
、
二
は
告
き
現
は
し
た
結
果
が
有
効
な
る
こ
と
で
あ
る
。

忠
ふ
ま
1
を
古
き
現
は
す
目
的
は

一
我
が
思
ふ
こ
と
が
ら
を
人
に
知
ら
せ
る
た
め

二
　
我
が
心
に
映
じ
た
る
印
象
を
記
す
た
め

三
　
我
が
心
に
感
じ
た
る
ま
1
を
叙
す
る
た
め

で
あ
る
。

我
が
忠
ふ
こ
と
が
ら
を
人
に
知
ら
せ
る
た
め
に
書
く
文
は
明
確
、
我
が
心
に

映
じ
た
る
印
象
を
記
す
た
め
に
書
く
文
は
精
緻
、
我
が
心
に
感
じ
た
ま
1
を
叙

す
る
為
に
書
く
文
は
責
撃
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
も
し
我
々
の
書
く
文
が
明
確

・
精
緻
・
甘
露
〒
あ
れ
ば
読
者
は
「
よ
く
分
る
文
」
　
「
お
も
し
ろ
い
文
」
と
感

ず
る
の
で
あ
る
。
読
者
を
し
て
か
く
感
ぜ
し
む
る
を
得
ば
文
の
目
的
は
始
め
て

有
効
に
達
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
「
よ
く
分
る
」
　
「
お
も
し
ろ
い
文
」
の
原
因
は
一
に
文
を
書
く
心
を

錬
る
こ
と
で
あ
る
。
更
に
こ
れ
を
別
け
て
い
へ
ば
、
一
は
我
々
の
真
心
を
表
は

す
た
め
、
二
は
読
者
の
心
も
ち
を
察
し
て
自
分
の
思
ふ
こ
と
が
よ
く
理
解
せ
ら

れ
る
や
う
に
細
く
行
届
い
た
注
意
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
此
の
理
由
に
依
り
て

我
々
は
先
づ
全
心
の
力
を
挙
げ
て
忠
恕
の
発
表
に
喝
く
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
読

者
を
顧
慮
す
る
一
片
の
誠
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
も
し
こ
の
二
つ
の
注
意
が

文
の
上
に
表
は
れ
た
ら
始
め
て
「
よ
い
文
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
こ
の
二
方
面
に
亘
り
て
注
意
す
べ
き
事
項
が
「
考
へ
方
」
「
い
ひ
方
」

「
書
き
方
」
の
三
で
あ
る
こ
と
は
既
に
学
ん
だ
（
引
用
者
注
、
巻
一
・
巷
二
に

お
い
て
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
）
。
さ
れ
ば
「
よ
い
文
」
を
古

く
た
め
に
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
い
か
に
せ
ば

28

明
確
・
精
緻
・
賓
撃
な
る

一
考
へ
方

二
　
い
ひ
方

三
　
書
き
方

を
得
べ
き
か
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
鼓
に
特
に
注
意
を
要
す
る
の
は
こ
の
三
つ
の
事
項
は
文
の
三
部



で
†

分
で
は
な
い
。
文
の
発
展
の
三
方
雨
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
試
に
我
々
は
今
海

岸
に
立
ち
て
港
に
入
り
来
る
船
を
見
て
居
る
と
想
へ
。
水
と
も
空
と
も
見
分
け

ら
れ
ぬ
遥
か
な
る
水
平
綾
上
に
硯
は
れ
た
る
一
点
の
黒
革
が
、
一
瞬
一
刻
に
大

マ
マ

き
く
な
っ
て
一
条
の
黒
煙
・
数
本
の
帆
椙
も
蝉
に
認
め
ら
れ
、
次
第
7
1
に

近
づ
く
に
従
っ
て
甲
板
の
上
に
動
く
人
影
も
数
へ
ら
れ
る
。
暫
く
す
る
問
に
苺

を
蹴
っ
て
入
り
来
る
巨
船
の
は
や
我
々
の
面
前
に
規
然
と
し
て
山
の
如
く
横
は

る
の
を
見
る
の
で
あ
る
。
文
も
亦
か
く
の
如
く
、
始
め
は
茫
々
と
し
て
ま
と
ま

り
の
な
い
考
え
を
ま
と
め
る
と
、
次
ぎ
か
ら
次
ぎ
へ
と
進
ん
で
段
落
を
生
じ
、

語
句
を
見
出
し
、
こ
れ
を
紙
上
に
記
す
に
至
る
の
で
あ
る
。
故
に
こ
の
三
つ
を

マ

マ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

マ

マ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

マ

マ

切
断
し
て
考
る
の
は
只
作
文
練
習
に
於
て
注
意
す
べ
き
事
項
を
明
に
す
る
た
め

で
あ
る
。
実
は
こ
の
三
者
は
互
に
連
絡
し
て
離
る
べ
か
ら
ざ
る
心
の
作
用
で
あ

る
。
然
る
に
作
文
練
習
の
間
に
よ
く
心
が
動
揺
し
て
「
考
へ
方
」
に
の
み
目
を

マ
†

注
ぎ
た
り
「
い
ひ
方
」
　
「
書
き
方
」
に
偏
し
て
心
を
用
ひ
る
こ
と
が
あ
る
の
は

誰
も
経
験
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
文
は
決
し
て
こ
の
三
つ
の
一
に
偏
し
て
は
な

ら
ぬ
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
一
つ
の
文
は
必
ず
こ
の
三
方
面
か
ら
深
く
精
し
く

考
へ
て
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
も
し
そ
の
一
を
放
い
て
も
、
き

づ
の
あ
る
文
と
な
る
。
さ
れ
ば
「
よ
く
分
る
文
」
　
「
お
も
し
ろ
い
文
」
は
こ
の

三
方
面
の
注
意
が
全
て
よ
く
行
届
い
た
時
に
始
め
て
綴
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

作
業
を
推
敲
と
い
ふ
。

マ
マ

人
々
に
よ
り
て
文
を
書
く
の
に
い
ろ
ー
′
～
の
習
慣
が
あ
る
。
あ
る
人
は
考
が

ま
と
ま
る
と
心
の
中
に
文
の
形
が
あ
り
7
1
と
見
え
る
。
直
ぐ
さ
ま
筆
を
採
っ

て
書
き
下
す
。
又
あ
る
人
は
心
の
中
に
硯
は
れ
た
る
文
の
形
を
心
を
潜
め
て
訂

正
し
整
頓
し
て
後
、
筆
を
下
す
。
又
、
あ
る
人
は
文
の
形
を
得
た
ら
直
ぐ
さ
ま

草
稿
を
作
り
、
敗
比
か
こ
れ
を
訂
正
し
て
後
始
め
て
定
稿
を
認
む
。
一
・
二
の

文
の
書
き
方
は
再
ぐ
書
け
た
文
の
や
う
に
見
え
る
。
三
の
み
は
甚
だ
筆
が
遅
い

や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。
併
し
な
が
ら
こ
れ
は
文
の
書
き
方
が
通
い
か
遅
い
か
と

い
ふ
だ
け
で
あ
っ
て
、
腔
吊
も
し
く
は
草
稿
を
推
敲
す
る
心
の
作
用
は
同
一
で

あ
る
。
作
文
の
力
を
自
得
す
る
の
は
只
よ
く
推
敲
を
試
む
る
に
あ
る
。
故
に
も

し
作
文
練
習
に
於
て
よ
く
草
稿
を
推
撤
す
る
習
慣
が
つ
い
た
ら
、
後
に
は
草
稿

を
作
ら
ず
し
て
抵
ぐ
さ
ま
文
が
書
け
る
や
う
に
な
る
。
明
敏
な
人
は
人
と
談
話

を
し
な
が
ら
巻
紙
と
筆
を
手
に
し
て
さ
ら
7
1
と
手
紙
を
書
く
不
思
議
な
力
を

有
っ
て
居
る
が
、
よ
く
推
敲
の
力
を
練
習
す
れ
ば
、
我
々
と
い
ヘ
ビ
も
こ
の
境

地
に
達
し
得
る
の
で
あ
る
。

「
天
は
自
ら
助
く
る
も
の
を
助
く
」
作
文
上
達
の
道
も
亦
比
の
外
に
は
な

い
。
克
く
苦
心
し
て
推
敲
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
著
し
く
作
文
の
力
が
増
進
す
る
。

自
分
で
も
よ
く
分
る
ほ
ど
日
に
月
に
進
歩
す
る
。
今
日
多
く
の
学
生
の
作
文
の

一
・
マ

カ
が
十
分
で
な
い
と
い
は
れ
る
の
は
、
書
き
放
し
に
し
て
顧
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

我
々
の
作
文
謀
の
作
業
は
今
や
基
礎
漸
く
成
り
て
嘉
に
一
層
の
高
卓
に
登
ら
ん

と
す
る
に
臨
み
、
更
に
堅
凹
な
る
決
心
と
覚
悟
と
を
以
て
推
敲
の
練
習
を
積
ま

ね
ば
な
ら
ぬ
。

推
敲
の
事
項
は
「
考
へ
方
」
　
「
い
ひ
方
」
　
「
㌫
き
方
」
で
あ
る
。
従
っ
て
推

マ
マ

敲
の
方
法
は
「
考
の
ま
と
め
方
」
、
「
よ
き
い
ひ
方
」
、
「
正
し
き
書
き
方
」

を
考
究
す
る
に
あ
る
。
こ
れ
を
構
想
法
・
措
辞
法
・
（
結
構
法
、
用
語
法
に
分

つ
）
表
現
法
と
い
ふ
。
以
下
順
次
に
こ
れ
を
説
か
う
。

総
括

29

推
敲
法

一
構
想
法

二
　
持
前
法

三
　
表
現
法
｛

而結
語構
法法

（
以
上
、
同
上
書
、
巻
三
、
一
～
七
ペ
）



巻
三
に
お
い
て
は
、
右
の
よ
う
に
、
作
文
の
目
的
に
二
つ
あ
る
こ
と
を
述

べ
、
作
文
学
習
の
三
つ
の
事
項
を
指
摘
し
、
推
敲
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
、

推
敲
の
事
項
・
方
法
に
つ
い
て
も
示
し
て
い
る
。
聖
二
と
じ
て
は
、
推
敲
法
に

重
点
を
お
い
て
、
そ
れ
ら
が
整
然
と
し
た
組
織
の
下
に
述
べ
ら
れ
、
簡
明
で
む

だ
の
な
い
説
き
方
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
「
構
想
法
」
に
つ
い
て
は
、

思
想
の
成
立
㌫
…
…

く
の
で
あ
る
。
思
想
の
不
完
全
な
点
は
更
に
増
和
し
又
は
削
除
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
思
想
の
不
整
頓
な
原
因
は
多
く
は
1
2
3
の
如
き
綱
目
と
イ
ロ
バ
の
如

き
拙
条
と
を
混
同
す
る
為
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
等
の
位
置
を
書
き
改
め
ね
ば
な

ら
ぬ
。
か
く
の
如
く
す
れ
ば
、
い
か
な
る
深
遠
複
雑
な
る
思
想
で
も
よ
く
筋
が

通
る
や
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
」
　
（
同
上
封
、
巷
三
、
一
八
～
一
九
ペ
）

と
述
べ
て
い
る
。
当
時
す
で
に
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
法

が
提
起
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
思
想
排
列
の
基
本
形
態
と
し
て
、

1
　
連
続
式
（
匝
＋
恒
）
＋
（
回
＋
回
）
＋
（
画
＋
回
）

2
　
邦
列
式

思
想
の
整
頓

ヽ
、l・1′

1
　
連
続

2
　
邦
列

3
　
統
括

3　31

周回恒i
十　十　　十

回回恒l
＼　　．　　ノ

＋

′′一・・・・一一－へ　　　ヽ

恒l回恒l
＋　＋　＋

恒】恒1旦

3
　
尾
括
式
－
司
＋
可
㌔
前
十
可
「
‥
。
耳
＋
車

30

の
よ
う
に
、
具
体
例
（
四
つ
の
文
章
例
）
を
も
と
に
述
べ
ら
れ
た
。

右
の
う
ち
、
「
思
想
整
頓
の
法
」
に
つ
い
て
は
ー

「
忠
恕
整
頓
の
最
も
m
単
な
る
方
法
は
表
又
は
図
を
作
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
は

前
に
述
べ
た
。
（
第
二
巻
五
参
照
）
表
を
作
る
と
思
想
が
鮮
明
に
形
の
上
に
見

え
る
。
従
っ
て
又
、
思
想
に
軽
重
の
あ
る
こ
と
も
鮮
明
に
な
る
。
た
と
へ
ば
我

々
の
得
た
思
想
を

㌍
一
十
｛
叫

マ
寸

の
如
き
表
に
作
れ
ば
、
菅
に
思
想
が
明
に
見
え
る
の
み
で
は
な
く
、
表
を
小
l
肯
い

て
見
て
、
始
め
て
忠
恕
の
不
完
全
・
不
整
頓
の
点
を
訂
正
す
る
こ
と
に
も
気
づ

4
　
頭
括
式

5
　
両
括
式
一
S
幸
手
一

′－J㌧一一＼

粛商
十　十

恒l恒［
＼R一一・．、′一一ノ

∴
㈲
十
回

の
五
つ
を
挙
げ
て
い
る
の
と
あ
わ
せ
て
、

注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
構
想
法

を
、
思
想
の
成
立
・
E
心
想
の
整
頓
の
両
面
か
ら
と
ら
え
、
「
構
想
」
に
つ
い
て

の
学
習
の
見
通
し
を
つ
け
て
い
る
点
は
、
当
時
の
作
文
学
習
論
と
し
て
す
ぐ
れ

て
い
る
。



四

「
朔
作
文
教
科
震
」
巻
三
に
掲
げ
ら
れ
た
文
章
の
具
体
例
は
、
主
と
し
て
つ

ぎ
の
詔
書
（
稿
）
　
か
ら
採
録
さ
れ
て
い
る
。

O
「
高
等
小
学
綴
り
方
二
学
年
川
」
、
芦
田
恵
之
助
著
、
大
正
2
年
2
月
1
0
日
、

宝
文
館
－
↓
例
文
「
輯
」
　
（
巻
三
、
九
～
一
〇
ペ
）

O
「
高
等
小
学
綬
り
方
一
ギ
隼
用
」
、
芦
田
恵
之
助
著
、
大
正
2
年
2
月
1
0
日
、

宝
文
舘
1
例
文
「
赤
ん
坊
」
・
「
容
が
来
た
」
　
（
巻
三
、
八
～
一
〇

ペ
）
、
例
文
「
滑
稽
」
　
（
巷
三
、
四
五
～
四
六
ペ
）
　
（
た
だ
し
、
こ
の
一

学
年
用
は
、
未
見
。
）

O
「
俳
謂
大
要
」
、
正
岡
子
規
著
、
大
正
2
年
7
月
2
0
日
、
俳
霞
堂
l
例

文
「
桜
」
　
（
世
の
中
は
三
日
見
ぬ
問
に
桜
か
な
　
去
来
）
　
（
巷
三
、
五
五

ペ
）
、
例
文
「
泥
柏
」
へ
わ
が
事
と
泥
鮪
の
逃
げ
し
根
芹
か
な
　
丈
州
）
　
（
巻

三
、
五
九
ペ
）
、
例
文
「
燕
」
　
（
錆
接
へ
は
懲
り
て
は
い
ら
ぬ
燕
か
な

也
有
）
　
（
巻
三
、
六
〇
～
六
一
ペ
）
、
例
文
「
初
雪
」
　
（
初
雪
や
く
ぼ
り

足
ら
い
で
比
杖
ば
か
り
　
蝶
夢
）
（
肇
二
、
六
一
～
六
二
ペ
）
、
例
文
「
角

力
」
　
（
飛
び
入
り
の
力
者
怪
し
き
角
力
か
な
　
荘
村
）
　
（
巻
三
、
六
二
～

六
五
ペ
）

O
「
漢
字
の
研
究
」
、
安
達
常
正
編
、
明
治
4
2
年
1
1
月
2
0
日
、
六
合
館
l

例
文
笑
話
「
天
気
予
報
」
　
（
巻
三
、
六
八
～
六
九
ペ
）
、
例
文
「
お
は
さ

か
よ
り
き
し
う
」
　
（
巻
三
、
七
一
ペ
）
、
例
文
「
試
験
問
題
」
　
（
巻
三
、

七
四
～
七
五
ペ
）

O
「
普
通
文
章
論
」
、
幸
田
露
伴
著
、
明
治
4
1
年
1
0
月
2
8
日
、
博
文
館
l

例
文
「
酸
と
三
」
　
（
肇
二
、
七
二
～
七
三
ペ
）
、
例
文
「
蛙
と
鮭
」
　
（
巻

三
、
七
六
～
七
八
ペ
）
、
例
文
「
ブ
ド
ウ
と
フ
ド
ゥ
」
　
（
巻
三
、
七
九
～

八
〇
ペ
）
、
例
文
八
説
明
文
V
「
送
り
仮
名
」
（
巷
三
、
八
二
～
八
四
ペ
）

O
「
僅
諺
論
」
、
大
西
祝
稿
（
未
見
）
l
例
文
「
何
諺
（
そ
の
一
～
そ
の

五
）
　
」
　
（
巻
三
、
五
六
～
五
九
ペ
）

O
「
桃
朕
録
」
　
（
未
見
）
1
例
文
「
国
歌
の
綴
り
方
」
　
（
巻
三
、
八
〇
～

八
一
ペ
）

は
か
に
、
出
典
を
明
記
し
な
い
文
章
二
例
ば
か
り
を
例
文
と
し
て
収
め
て

い
る
が
、
出
典
の
明
ら
か
な
も
の
の
多
く
は
、
明
治
末
期
・
大
正
初
期
に
刊
行

さ
れ
た
諸
事
（
稿
）
　
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
平
易
・
軽
妙
・
的
確
・
適
切
な
例
文

が
多
彩
に
採
ら
れ
て
い
る
。
引
用
者
垣
内
教
授
の
文
章
鑑
識
眼
の
凡
で
な
か
っ

た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

正
岡
子
規
著
「
俳
討
大
要
」
か
ら
の
中
無
村
の
句
「
飛
び
入
り
の
力
者
怪
し
き

角
力
か
な
」
の
解
釈
例
な
ど
は
、
後
年
「
国
語
の
力
」
　
（
四
　
文
の
律
動
）
　
に

も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
「
同
語
の
力
」
の
成
立
過
程
の
考
察
に
も
、

手
が
か
り
の
一
つ
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
芦
田
恵
之
助
著
「
高
等
小
学
校
綴
り
方
」
か
ら
の
引
用
は
、
「
国
語

の
力
」
（
一
解
釈
の
力
、
ほ
か
）
　
に
同
じ
く
芦
m
恵
之
助
著
「
読
み
方
教
授
」

（
大
正
5
年
4
月
2
1
日
、
育
英
書
院
刊
）
か
ら
「
冬
景
色
」
扱
業
記
録
の
引
用

が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
照
ら
し
、
垣
内
・
芦
田
両
氏
の
ご
く
初
期
の
拍
あ
い
の

一
つ
を
語
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
両
者
の
刊
行
吾
託
が
同
じ
く
宝
文
館

で
あ
っ
た
こ
と
も
、
あ
る
い
は
山
あ
い
の
摸
縁
の
一
つ
を
な
し
た
で
あ
ろ
う
。

五

同
上
書
巻
三
の
「
九
　
総
括
」
に
お
い
て
、
垣
内
松
三
教
授
は
、
「
措
辞
法
」

学
習
の
重
要
性
に
つ
い
て
強
調
し
た
の
ち
、
「
我
が
国
語
の
洗
錬
、
国
民
文
体

の
統
一
は
日
本
民
族
の
急
務
で
あ
り
大
業
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
等
の
問
題
の
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解
決
は
国
民
の
中
堅
た
る
諸
子
の
力
に
伐
つ
の
外
な
い
の
で
あ
る
。
作
文
繰
門

の
中
特
に
措
辞
法
に
は
、
此
く
の
如
き
重
大
な
る
懸
案
が
あ
る
。
一
文
を
綴
る

時
に
も
、
各
自
、
国
民
文
体
を
創
造
し
、
改
i
E
す
る
覚
悟
を
以
て
す
れ
ば
、
恐

ら
く
は
誤
謬
・
痍
環
を
削
除
し
得
て
、
普
通
文
・
口
語
文
・
書
翰
文
の
そ
れ

く
に
清
新
な
る
措
辞
を
見
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
」
　
（
巻
三
、
八
八
～
八
九

ペ
）
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
国
民
文
体
の
創
造
・
統
一
・
改
良
・
改
正
に
貢
献
す
る
よ
う

に
、
覚
悟
を
促
し
て
い
る
の
は
、
後
年
の
垣
内
教
授
の
問
題
意
識
が
す
で
に
こ

こ
に
根
ざ
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
せ
ら
れ
る
。
．

巻
末
に
は
、
巻
一
か
ら
巻
四
ま
で
、
各
一
年
間
の
作
文
学
習
の
成
果
を
第
一

～
第
四
「
私
の
文
集
」
と
し
て
ま
と
め
る
作
業
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
「
文

集
」
作
製
も
ま
た
、
注
唱
す
べ
き
着
想
・
試
み
の
三
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

六

っ
ぎ
に
、
「
稚
作
文
数
科
書
」
巻
四
に
お
い
て
は
、
構
想
法
の
基
礎
に
立
っ

て
、
文
章
を
、
記
事
文
・
叙
事
文
・
説
明
文
・
議
論
文
の
四
種
に
分
類
し
、
そ

れ
ら
を
、
左
の
よ
う
に
奉
示
し
て
い
る
。

記
事
文

叙
事
文

説
明
文

議
論
文

連
続

並
列

因
果

＼
1
組
立

（
同
上
書
、
巻
四
、
一
三
ペ
）

垣
内
松
三
教
授
は
、
在
来
の
文
章
の
分
類
の
し
か
た
に
つ
い
て
、
1
目
的
よ

り
見
た
る
分
類
（
実
用
文
と
美
術
文
の
二
と
す
る
わ
か
ち
か
た
）
、
2
形
式
よ

り
見
た
る
分
類
（
措
辞
法
を
標
準
と
す
る
分
類
、
1
単
文
・
重
文
・
複
文
、
2

追
歩
式
・
列
叙
式
・
頭
簡
式
・
尾
括
式
・
両
括
式
、
3
文
語
体
・
口
語
体
・
候

文
体
な
ど
）
3
思
想
よ
り
見
た
る
分
期
（
記
事
文
・
叙
事
文
・
説
明
文
・
議
論

文
、
ほ
か
に
、
抒
情
文
・
書
翰
文
・
儀
式
文
な
ど
）
、
4
以
上
、
1
・
2
・
3
を

混
同
し
た
錯
雑
分
類
、
な
ど
、
四
つ
を
そ
れ
ぞ
れ
批
判
し
、
記
事
・
叙
事
・
説

明
・
議
論
の
四
体
を
基
本
と
し
て
設
定
し
、
各
期
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

組
織
I
L
ヽ
　
記
述
さ
れ
た
。

マ
マ

一
作
文
練
習
の
目
標
及
方
針

二
　
記
事
文

一
　
記
事
文
の
目
的
及
方
法

二
　
記
事
文
三
題

一
千
里
の
春
　
∴
大
和
川
建
耕
作
）

二
　
稚
氷
よ
り
　
（
社
告
健
次
郎
作
）

三
　
種
の
林
　
（
長
谷
川
二
葉
亭
作
）

三
　
記
事
文
の
種
類

問
題
一
校
庭
小
景
　
二
　
室
内
の
記

三
　
我
が
鈍
蔵
す
る
品
物

32

文　句　段
字　読　落

ヽ一一一＼′・－′

の

∃圧
H

き
方

三
　
叙
事
文

一
叙
事
文
の
目
的
及
方
法

二
　
叙
事
文
四
題

一
明
治
天
皇
御
大
葬
の
夜

（
徳
富
恕
花
作
）

二
　
西
洋
雅
語
（
「
同
定
高
等
読
本
」
）



三
　
安
着
を
知
ら
す
文
（
佐
々
木
信
銅
作
）

田
　
山
中
虎
之
助
の
画
像
に
題
す
（
作
者
記
入
な
し
。
）

三
　
叙
事
文
の
粁
湖

問
題
一
日
記
の
一
節
　
二
　
我
が
日
課

三
　
卒
業
を
祖
す
る
文

四
　
説
明
文

一
説
明
文
の
日
的
及
方
法

二
　
説
明
文
五
題

一
住
人
の
意
義
（
山
路
愛
山
作
）

二
　
陶
磁
器
（
中
村
康
之
助
稿
「
工
業
常
識
」
）

三
　
足
跡
（
大
町
柾
月
作
）

四
　
約
束
（
坪
内
雄
蔵
作
）

五
　
歌
の
解
釈
（
武
笠
三
作
）

三
　
説
明
文
の
循
顆

八
〇
敷
き
の
し
の
仕
方
（
女
中
の
た
め
に
）
　
（
「
婦
人
の
友
」
の
文
章

に
拠
る
。
）
∨

問
題
一
家
政
の
本
領
　
二
　
家
具
の
朽
湖

三
　
食
事
の
お
行
儀
（
子
供
の
為
に
）

五
　
議
論
文

一
議
論
文
の
目
的
及
方
法

二
　
議
論
文
三
題

一
実
物
教
育
（
羽
仁
も
と
子
作
）

二
　
過
失
に
対
す
る
正
し
い
考
へ
方
（
羽
仁
も
と
子
作
）

三
　
人
の
妻
（
幸
田
露
伴
作
）

三
　
議
論
文
の
種
類

六
　
総
括問

題
一
「
第
四
私
の
文
集
」
を
読
み
て
、
二
　
学
校
を
去
る
に
臨

み
て
　
ー
　
引
用
者
注
、
右
の
う
ち
、
＜
　
∨
印
な
ら
び
に
　
（
　
）
内
の
作
者
記

入
は
、
便
宜
、
引
用
者
に
お
い
て
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
、
巻
四
は
、
序
章
（
第
二
霊
・
総
括
（
第
六
葦
）
　
の
ほ
か

は
、
各
章
（
第
二
章
～
第
五
章
）
ご
と
に
、
そ
の
文
章
形
態
に
応
じ
て
、
ま
ず

目
的
お
よ
び
方
法
が
説
か
れ
、
つ
ぎ
に
実
例
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
循
類
が
説
か

れ
、
お
し
ま
い
に
学
習
・
作
業
問
題
が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

巻
四
に
収
め
ら
れ
た
例
文
に
つ
い
て
は
、
垣
内
松
三
教
授
の
分
析
が
な
さ
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
叙
事
文
」
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
「
明
治
天
皇
御

大
葬
の
夜
」
　
（
彼
冨
藍
花
）
　
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
あ
る
。

一
構
想
法
　
七
時
五
十
分
か
ら
八
時
少
し
く
過
ぎ
る
ま
で
の
問
の
出
来
事
を

時
間
の
順
序
に
従
っ
て
書
い
て
あ
る
、
「
余
が
家
の
奉
送
」
　
「
東
京
の
空
の

光
」
、
親
く
音
に
霊
鵬
の
過
ぎ
さ
せ
ら
れ
る
あ
た
り
を
恕
ひ
や
り
て
立
ち
つ

く
す
心
の
う
つ
り
ゆ
き
も
精
し
く
表
は
れ
て
屠
る
。
こ
の
観
察
思
索
の
深
さ
、

二
‥
回
さ
を
よ
く
味
へ
。

二
　
措
辞
法
　
記
事
的
叙
述
と
し
て
は
卓
子
の
位
置
が
や
～
不
明
か
と
も
見

？
マ

え
る
。
も
し
こ
の
位
置
が
明
に
理
会
さ
れ
た
ら
、
ラ
ン
プ
も
家
族
の
位
置
も

よ
く
分
る
で
あ
ら
う
。
大
砲
の
音
の
形
容
の
「
揺
り
櫓
か
し
て
」
と
い
ひ
切

マ
マ

っ
た
言
語
の
趣
き
を
考
へ
よ
。
東
の
空
の
明
光
を
「
さ
す
息
引
く
息
で
あ
る

か
の
や
う
に
」
は
単
に
光
を
形
容
す
る
比
喩
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
天
地
息

を
凝
ら
し
て
声
を
呑
む
や
う
に
見
え
る
。
弔
砲
の
響
、
錆
の
表
音
は
作
者
の

胸
の
響
き
の
み
か
、
我
が
日
本
国
民
の
胸
の
轡
の
一
に
通
っ
て
轟
く
や
う
に

見
え
る
。
「
儒
車
は
今
何
の
辺
を
過
ぎ
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
」
の
如
き
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読
者
を
し
て
粛
然
襟
を
正
さ
し
む
。

こ
の
重
率
に
し
て
し
か
も
整
斉
せ
る
詩
人
の
霊
筆
は
「
明
治
天
皇
御
大
葬

の
夜
」
を
描
き
出
し
て
千
万
言
の
叙
事
文
に
も
優
る
印
象
を
与
ふ
。
よ
く
こ

の
叙
述
法
を
精
読
せ
よ
。
（
以
上
、
巻
四
、
四
四
～
四
五
ペ
）

構
想
・
措
辞
の
両
面
に
わ
た
っ
て
、
こ
う
し
た
分
析
・
考
察
・
誘
導
が
な
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
記
事
・
叙
事
・
説
明
・
議
論
の
四
体
に
つ
い
て
、
目
的

・
方
法
・
種
類
に
的
確
な
説
明
を
加
え
、
例
文
に
つ
い
て
精
細
な
分
析
を
試
み

て
い
る
。
そ
れ
ら
を
簡
明
に
記
述
し
て
、
四
体
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
、
女
生

徒
の
理
解
に
資
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
垣
内
松
三
教
授
は
、
こ
の
巻
四
に
お
い
て
、
正
叙
法
と
曲
叙

法
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
元
来
文
章
の
研
究
に
は
文
法
学
と
修
辞
学
と
が
あ
る
。
そ
の
差
異
は
一
ほ

同
語
の
基
本
形
態
た
る
正
叙
法
を
研
究
し
、
一
は
同
語
の
特
殊
用
法
た
る
曲
叙

法
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
正
叙
法
と
曲
叙
法
と
は
文
の
組
立
・
句
法
・
辞

桜
・
用
語
を
異
に
す
る
が
、
文
の
結
構
の
基
礎
に
於
て
は
も
と
よ
り
全
然
別
種

の
も
の
で
な
い
。
言
ひ
換
ふ
れ
ば
曲
叙
法
は
必
要
上
、
正
叙
法
の
辞
句
を
省
略

・
転
倒
・
禿
複
・
短
縮
・
敷
縛
等
の
方
法
を
用
ひ
て
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

故
に
も
し
曲
叙
法
を
転
換
補
正
す
れ
ば
正
叙
法
と
も
な
し
得
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
文
の
結
構
の
根
本
に
於
て
全
く
異
っ
た
二
種
の
も
の
が
あ
る
理
由
は
無
い

の
で
あ
る
。
即
ち
文
法
的
、
文
章
学
的
分
類
の
二
つ
は
文
の
本
体
と
そ
の
変
化

と
を
見
て
二
種
類
に
分
っ
た
の
で
ほ
あ
る
ま
い
か
。
」
　
（
巻
四
、
六
～
七
ペ
）

こ
こ
に
は
、
文
章
の
形
式
に
の
み
と
ら
わ
れ
な
い
で
、
そ
の
原
形
を
見
て
い

こ
う
と
す
る
、
垣
内
教
授
の
根
本
態
度
が
う
か
が
わ
れ
る
。

垣
内
松
三
教
授
は
、
巻
四
の
「
総
括
」
　
（
第
六
輩
）
　
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
た
。

「
以
上
記
・
叙
・
説
・
論
の
四
体
に
通
じ
て
作
文
の
目
標
方
針
を
学
ん
だ

が
、
我
等
は
こ
れ
を
体
得
し
て
、
い
つ
ま
で
も
文
を
楽
し
む
人
と
な
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
。
又
こ
れ
を
現
代
生
活
の
実
際
に
応
用
す
る
習
慣
を
得
る
為
に
練
習
を
努

め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

マ
マ

・
こ
れ
ま
で
女
子
の
文
章
は
花
鳥
風
月
の
閃
文
字
を
引
し
ま
ら
ぬ
措
辞
を
以
て

綴
っ
た
も
の
が
多
く
て
、
表
に
日
本
の
女
子
ら
し
い
、
い
ひ
方
の
談
話
文
章
が

充
分
工
夫
さ
れ
洗
練
さ
れ
て
居
な
い
や
う
に
思
ふ
。
今
後
学
校
で
学
ん
だ
作
文

力
に
由
り
て

一
人
に
知
ら
す
た
め

二
　
印
象
を
記
す
た
め

三
　
感
想
を
記
す
た
め

の
諸
種
の
文
章
を
自
由
に
、
生
き
た
語
を
以
て
書
き
表
は
し
て
、
各
自
我
が
国

マ
マ

民
文
体
を
改
正
し
建
設
す
る
考
を
以
て
談
話
文
章
を
洗
練
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
も

し
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
に
由
り
て
作
文
の
目
標
を
知
り
、
又
推
親
の
方
針
に

習
熟
し
、
更
に
そ
の
力
を
活
用
し
て
父
兄
や
夫
の
為
に
も
、
文
章
起
草
の
相
談

マ
マ

相
手
と
な
り
、
こ
れ
を
批
評
し
、
助
言
し
又
、
多
忙
の
為
に
不
注
意
の
錯
誤
を

な
し
て
公
衆
の
前
に
恥
辱
を
受
け
る
や
う
な
こ
と
の
な
い
や
う
に
、
字
書
を
用

ひ
て
文
字
用
語
等
を
調
査
し
補
正
し
て
親
切
な
組
吾
と
な
る
だ
け
の
素
養
が
あ

る
な
ら
ば
、
如
何
ば
か
り
、
役
に
立
つ
人
と
し
て
生
き
甲
斐
の
あ
る
其
の
日

7
1
を
送
る
こ
と
が
山
来
る
で
あ
ら
う
か
と
考
へ
る
。

3′1

文
明
矧
越
山
罰
相
拙
句
簡

全
て
の
階
級
に
通
じ
て
作
文
の
力
を
聾
す
る
こ

打
叫
す
萄
矧
励

引
U
相
対
課
叫
相
劉
叫
例
可
で
尋
倣
刹
抑
l
l
劃

自
得
す
れ
ば
一
生
を
通
じ
て
働
く
力
、
力
を
作
る
力
と
な
る
こ
と
を
確
信
す
る

叫
で
郵
雪
」
　
（
巻
四
、
一
〇
四
～
一
〇
六
ペ
、
傍
紋
は
引
用
者
。
）



こ
と
に
、
結
尾
の
二
丈
（
傍
線
部
）
に
は
、
垣
内
松
三
教
授
の
作
文
学
習
観

が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
作
文
の
力
、
「
作
文
力
」
l
一
生
を
通
じ
て
働
く

力
、
力
を
作
る
力
と
あ
る
の
は
、
後
の
「
同
語
の
力
」
の
「
力
」
を
思
い
あ
わ

せ
て
、
そ
こ
に
一
種
の
呼
応
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

七

「
朔
作
文
教
科
書
」
　
（
巻
三
・
巻
四
）
が
刊
行
さ
れ
た
大
正
五
年
　
（
一
九
一

六
）
、
当
時
、
垣
内
松
三
教
授
は
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
に
お
い
て
、

「
修
辞
学
」
・
「
同
語
」
　
（
講
読
と
作
文
）
＜
「
国
語
」
は
、
「
現
代
文
抄
」

を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、
ま
た
、
「
徒
然
草
」
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
V
な
ど
を
担

当
さ
れ
て
い
た
。

三
浦
ひ
ろ
氏
（
東
京
女
高
師
文
科
、
大
正
五
年
入
学
、
同
九
年
三
月
卒
業
）

の
回
想
（
雑
誌
「
同
志
同
行
」
＜
第
六
巻
第
十
二
号
、
昭
和
1
3
年
2
月
1
日
刊
∨

所
収
、
「
有
難
い
先
生
」
）
に
よ
る
と
、
「
修
辞
学
」
の
講
義
は
、
歯
の
た
た

な
い
難
解
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
漱
石
の
も
の
を
よ
く
例
に
と
っ
て
話
を

進
め
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
「
作
文
」
の
時
間
に
は
、
添
削
も
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
三
浦
ひ
ろ
氏
は
、

「
作
文
を
か
へ
し
て
頂
く
目
は
特
に
心
の
中
を
う
れ
し
い
も
の
が
朝
か
ら
往

来
し
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
ま
し
た
。
自
分
達
の
作
文
を
材
料
に
し
て
、
人
間

生
活
の
美
し
い
も
の
を
示
し
て
下
さ
る
や
う
な
先
生
の
御
指
導
は
、
自
分
の
文

が
よ
い
と
か
悪
い
と
か
を
問
題
外
に
し
て
と
て
も
有
難
い
こ
と
で
し
た
。

り

・

†

か
へ
し
て
頂
い
た
文
に
朱
書
の
添
削
な
ど
見
つ
け
る
と
、
押
い
だ
く
や
う
に

し
て
読
ん
だ
も
の
で
し
た
。
私
は
こ
の
作
文
の
時
間
に
自
然
現
象
に
よ
っ
て
、

或
は
社
会
生
活
に
よ
っ
て
、
人
は
深
く
養
ほ
れ
て
ゆ
く
も
の
だ
と
い
ふ
こ
と
を

心
か
ら
理
解
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
と
E
心
つ
て
ゐ
ま
す
。
こ
れ
は
私
の
其
の
後
の
生

活
に
単
に
文
を
作
る
と
い
ふ
こ
と
だ
け
で
な
し
に
、
す
べ
て
の
点
で
大
き
い
影

響
を
与
へ
て
ゐ
た
の
で
す
。
今
で
も
あ
の
垣
内
先
生
の
作
文
が
も
う
一
二
年
つ

ゞ
い
て
御
指
導
相
は
れ
た
ら
、
ど
ん
な
に
私
達
は
幸
福
だ
っ
た
か
知
れ
な
い
と

忠
ひ
ま
す
。
私
た
ち
は
二
年
以
後
卒
業
ま
で
、
こ
の
時
程
真
剣
に
作
文
を
御
指

導
い
た
ゞ
い
た
こ
と
は
一
皮
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
　
（
同
上
誌
、
一
〇
七

～
一
〇
八
ペ
）

と
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
、
東
京
女
高
師
に
お
け
る
「
修
拝
学
」
（
講
義
∵
　
「
作
文
」
　
（
実

習
）
の
研
究
・
指
導
の
体
験
が
、
「
朔
作
文
教
科
書
」
に
、
簡
明
に
結
晶
し
て

い
る
と
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
職
作
文
教
科
書
」
（
聖
二
・
巻
四
）
が
刊
行
さ
れ
た
大
正
五
年
二
九
一
六
）

の
、
そ
の
三
月
一
日
に
は
、
五
十
嵐
力
編
「
高
等
女
子
覇
作
文
」
　
（
四
冊
、
大

日
本
図
蔓
も
世
に
挙
ら
れ
た
。
川
篇
な
資
料
・
文
話
が
収
め
ら
れ
、
女
生
徒

用
の
作
文
教
科
書
と
し
て
、
意
欲
的
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
垣
内
松
三
教
授

の
「
拙
作
文
教
科
書
」
は
、
五
十
粗
力
博
士
の
そ
れ
と
並
ん
で
、
大
正
初
期
の

女
学
校
作
文
教
育
に
資
す
る
も
の
と
し
て
、
特
色
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

体
系
的
集
約
と
簡
潔
な
叙
述
の
問
に
う
か
が
い
う
る
も
の
は
、
決
し
て
平
板
な

便
宜
に
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
す
ぐ
れ
た
、
賞
賛
な
作
文
教
育
観
の
襲
づ
け

の
あ
る
こ
と
を
認
め
う
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
（
昭
和
4
3
年
4
月
5
日
稿
）

1
広
島
大
学
教
授
1
1
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